



































＼／寸＼多形態素単位 形態素文字音節文字 音素文字 弁号IJ的特徴文字
（単語等に基づく）






















4 Bloomfield (1933: 21）の次のような有名ないい方がよく引用される．
文字は言語を記録するものだけであって，言語ではない（“Writingis not language, but merely a 
way of recording language by way of visible marks.”）． 


























字6(DeFrancis 1989 : 148）や日本の万葉仮名が表語文字ということになり，一つの目安になる
とはいえ必ずしも正確ではないモデルである．しかし，後述するように中国の文字と他の表語文
と数の上であまりにも違うことはタイフ。が違うのではないかという印象を与えるものである．
5“There are no pure systems of writing Just as there are no pure races in anthropology and no pure 
languages in linguistics.” 





表語文字 シュー メノレ 500-2,000 
エジプト 500-3,000 
マヤ 200- 800 
漢字 10,000 50,000 
音節文字 線文字B 73 87 
ベルシア 40 
かな 47十
































書き方 読み方 象形文字の意味 全体の意味
YRT；十t yrt 目 目
y+YRT+t十t（乳瓶） yrtt 手し 手L
乱1SDGR: msdgr 耳 耳
五在SDGR十m sdgm 耳 聞く
s＋乱1SDGR+d+m sdgm 耳 開く
y+d十（耳） ydy 盲
NBT: nbt 篭 篭
NBT:+t nbt 篭 篭
NBT nb 篭 すべて
























（木） APIN/ENGAR → APIN （鍬）
（人） APIN/ENGAR → ENGAR （鍬を使う人，農夫）
この手法は漢字における部首の使い方（後述）と共通している．次に補音符の使い方をみると，
象形文字を音節文字として多音字に後置する. DU （「足J などの意味）という象形文字は補音符
によって他に次のように読ませた．
GUBba （運ぶ） → Gub 



















といえる． たとえば， r盾J という象形文字が7世紀の「パカノレ大王J の名前に使われたが，次





















































9河野（1953/70: 12）によると， γ禾」が甲骨文では「年J という意味にも使われ，混同を防ぐために音
符「人J をつけて区別した．
10たとえば「漢字は形・音・義の三要素を有しているJ （国語学会編 1980:189). しかし，なかには野村・
(1988: 105）などのように，漢字が直接に意味を表わさないという研究者も例外的にある．
11“... it is making a false dichotomy to say that Chinese writing represents meaning and syllabic 









Francis (1984: 147）がいうように，表語文字を表意文字の意味で使っている人が多い・ DeFran輔
cis (1989）は，漢字が形態素音節文字（morphosyllabograph）であるとし， Chao(1968）と同じ
名称に落ち着く．つまり，第ーには音節文字であり，第三には形態素を表わす文字だということ





















































































17“Many breaks between kanji and okurigana do not coincide with morpheme boundaries ; the 
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